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伝動用チェーン　ローラチェーン伝動の設計

レイアウト

好ましくないレイアウトで使用される場合
●上側がたるみで軸間距離の短い場合
図のように余分のたるみを除くため、軸を移動させて軸
間距離を調節して下さい。

●上側がたるみで軸間距離が長い場合
図のように、内側からアイドラーを入れてたるみを除い
て下さい。

●軸が垂直、あるいは傾斜している場合
図のように、テンショナで余分のたるみ量を除いて下さ
い。この場合、自動的に働いてたるみを取除くテンショ
ナの方が良い結果が得られます。

高速で脈動荷重がかかる場合
チェーンの固有振動数と、負荷衝撃周期、あるいはコーダ
ルアクションが同調して、チェーンに振動を起すことがあ
ります。振動はチェーンに極めて悪い影響を与えますから、
次の方法で防止して下さい。
●チェーンの使用回転数を変更する。
●チェーンテンションを変更する。ただし、張り過ぎると、
却ってチェーン寿命を短くしますので注意が必要です。

●アイドラースプロケット、テンショナを使用してスパン
を分割する。

●ガイドストッパーを取付けて振動を防ぐ。
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ロケットの噛み
合いの際に、生
じるチェーンの
上下運動のこと
です。
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ローラチェーンのご使用にあたり、軸の位置は任意に決定して差支えありませんが、原則として下図に従って下さい。すな
わち、チェーンを水平に張りかけて使用される場合には、上部を緊張側として下さい。また、垂直伝動はなるべく避け、止
むを得ない場合は回転方向を問わず、大スプロケットを下側位置にして下さい。
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